 (様式1）提案書
研究成果展開事業 世界に誇る地域発研究開発・実証拠点

（リサーチコンプレックス）推進プログラム提案書
※提案書は、公募要領に基づき作成してください。

※＊がついている項目は、e-Radの申請画面でも入力していただきます。
※e-Rad提出時には、青字による注釈及び例示はすべて削除してから提出してください。

※Wordに記載のフォントサイズは10.5ポイントとしてください。

1. 基本情報（リサーチコンプレックス名称、提案者及び参画機関）
1-1.　リサーチコンプレックス名称
	リサーチ
コンプレックス名称＊
	・リサーチコンプレックスとして目指す姿が分かる名称としてください。

（50文字以内）


	提案者　※中核機関、都道府県又は政令指定都市及び他の法人情報を記載してください。

	中核機関

	機関名（研究機関コード）＊
	・e-Radの研究機関コード（10桁）を入力してください。

	
	代表者名＊
	

	
	オーガナイザー名＊
	

	
	e-Rad研究者番号＊
	・オーガナイザーのe-Rad研究者番号（数字8桁）を記載してください。

	
	所属部署・役職＊
	・オーガナイザーの所属・役職を記載してください。

	
	所在地＊
	〒･オーガナイザーの勤務先情報を記載してください。
下記TEL、FAX、E-mailも同様です。

	
	TEL＊
	
	FAX＊
	

	
	E-mail＊
	

	
	事務代表者名＊
	

	
	所在地＊
	〒･事務代表者の勤務先情報を記載してください。
下記TEL、FAX、E-mailも同様です。

	
	TEL＊
	
	FAX＊
	

	
	E-mail＊
	

	都道府県

又は

政令指定

都市


	都道府県又は

政令指定都市名＊
	

	
	首長名＊
	・知事又は市長名を記載してください。

	
	連絡担当者名＊
	

	
	所属部署・役職＊
	・連絡担当者の所属・役職を記載してください。

	
	所在地＊
	〒・連絡担当者の勤務先情報を記載してください。

下記TEL、FAX、E-mailも同様です。

	
	TEL＊
	
	FAX＊
	

	
	E-mail＊
	


1-2. 提案者及び参画機関
	提案者

	大学等機関名1
	機関名＊
	

	
	代表者
	

	
	連絡担当者
	

	
	所在地
	〒・連絡担当者の勤務先情報を記載してください。

下記TEL、FAX、E-mailも同様です。

	
	TEL
	
	FAX
	

	
	E-mail
	

	大学等機関名2
	機関名＊
	

	
	代表者
	

	
	連絡担当者
	

	
	所在地
	〒・連絡担当者の勤務先情報を記載してください。

下記TEL、FAX、E-mailも同様です。

	
	TEL
	
	FAX
	

	
	E-mail
	

	企業名1
	企業名＊
	

	
	代表者
	

	
	連絡担当者
	

	
	所在地
	〒・連絡担当者の勤務先情報を記載してください。

下記TEL、FAX、E-mailも同様です。

	
	TEL
	
	FAX
	

	
	E-mail
	

	企業名2
	企業名＊
	

	
	代表者
	

	
	連絡担当者
	

	
	所在地
	〒・連絡担当者の勤務先情報を記載してください。

下記TEL、FAX、E-mailも同様です。

	
	TEL
	
	FAX
	

	
	E-mail
	


※必要に応じて、記載欄を調整してください。記載しているすべての機関において本提案に対する事前了解が必要です。
	参画機関　※提案者以外の参画機関情報を記載してください。

	大学等
	（法人名）


	
	（所在地）



	
	（担当者所属・氏名）



	
	（TEL・E-mail）



	企業
	（企業名）


	
	（所在地）



	
	（担当者所属・氏名）



	
	（TEL・ E-mail）



	その他
	（法人名）


	
	（所在地）



	
	（担当者所属・氏名）



	
	（TEL・ E-mail）




※必要に応じて、記載欄を調整してください。記載しているすべての機関において本提案に対する事前了解が必要です。
2. リサーチコンプレックス概要

2-1.　リサーチコンプレックス名称、プログラム実施期間、事業費総額、対象エリア
	リサーチ
コンプレックス名称
	

	プログラム
実施期間＊
（5年度）
	平成27年度開始　～　平成○年度○月　終了

	事業費総額＊
(全期間分)
	JST支出分                       ：    億円【総額】
地域負担                       ：    億円【総額】
（合計）　　　　　　億円【総額】

	対象エリア・主な事業実施場所＊
	


2-2. ビジョン概要
	2-2-1.リサーチコンプレックスのビジョン

	・本提案の概要及び5年後、10年後からその先に実現されるリサーチコンプレックスの姿と社会的価値を対外的に分かるよう、記述してください。ビジョンは、世界の注目を集めるイノベーション創出の観点から提案してください。
また、以下観点も含めてください。

・核となる研究テーマ＊
・本提案が地域にもたらす社会・経済的な波及効果や革新性

（参照：公募要領1.「リサーチコンプレックス推進プログラム」の概要、3.公募について、5.提案の方法）



2-2-2.リサーチコンプレックス概要図

・2-2-1.に記述した本提案の概要を、対外的に分かるようにパワーポイント等を用いて1枚にまとめてください。
（参照：公募要領1.「リサーチコンプレックス推進プログラム」の概要、3.公募について、5.提案の方法）
3. ビジョンを実現するための目標と計画

3-1.　3年後、5年後及び10年後の到達目標
	・ビジョンを実現するための3年後、5年後及び10年後の到達目標（数値目標）を、以下の4つの項目ごとに記述してください。加えて、核となる研究テーマとの関連が分かるように、パワーポイント等を用いて1枚にまとめてください。
（参照：公募要領3．公募について、5.提案の方法）　
　（1）世界トップレベルの研究、人材育成
　（2）海外の同種の集積拠点との比較優位の実現
　（3）官民の資金獲得（資金獲得計画）・人材交流等に表される社会的魅力度
　（4）リサーチコンプレックスから生み出される経済効果
例：



3-2. 実施計画
	・3-1.で掲げた目標を達成するための実施計画を、事業ツール①～④に分けて記述してください。

また、事業ツール①～④を活用し、リサーチコンプレックスを成長・発展させるために、どのような仕組みを構築し、運用するかも記述してください。

事業ツール⑤については、4-1．推進体制及び運営方針に記載してください。

（参照：公募要領3-1-5.提案内容について、5.提案の方法）
（1）事業ツール①：異分野融合共同研究開発

（2）事業ツール②：事業化支援

    （3）事業ツール③：最先端研究設備の共同利用
　　　（4）事業ツール④：人材育成・共同カリキュラム

    （5）事業ツール①～④を活用し、リサーチコンプレックスを発展させるための仕組み




3-3. 実施計画ロードマップ
・3-2.の実施計画を、対外的に分かるようにパワーポイント等を用いて1枚のロードマップにまとめて
ください。
本項では、プログラム支援終了後（5年後以降）のロードマップも可能な範囲で記載してください。

例： 











4.推進体制、運営方針、参加者リスト、エリア構想
4-1.推進体制及び運営方針
	・リサーチコンプレックスの自立的かつ連続的な発展に向けた運営を可能とする推進体制と運営方針を記述してください。

推進体制は、以下の例を参考に図で示してください。図の作成にあたっては、オーガナイザー、事業化リーダー、研究リーダー、人材育成リーダーとともに、主な参画機関メンバー（少なくとも、各機関1名）も記載してください。
・異分野の研究開発チーム間の連携を考慮した体制をご検討ください。

（参照：公募要領2.プログラムについて、5.提案の方法）


例：










　　　　　







4-2.参加者リスト
・4-1.推進体制に表した中核機関及び参画機関の参加者を、以下表に記載してください。その際、その機関がリサーチコンプレックスの成長・発展に必要な理由も記載してください。

【中核機関】
	区分
	所属機関名　

	氏　名
	部署、役職
	専門分野
	本事業での役割分担
	エフォート（注1）
	事業実施場所

	財団
	○○財団

	○○○○
	○○部　部長
	
	オーガナイザー
	○％
	○○
○○

	○○○○
	○○部　課長
	
	経理担当
	○％
	○○

	リサーチコンプレックスの成長･発展に必要な理由：


【参画機関】
	大学等
	○○研究所

	○○○○
	○○主任研究員
	
	研究リーダー
	○％
	○○

	リサーチコンプレックスの成長･発展に必要な理由：

	企業
	○○株式会社

	○○○○
	○○○○
	
	事業化リーダー
	○％
	○○

	リサーチコンプレックスの成長･発展に必要な理由：

	大学等
	○○大学

	○○○○
	○○研究科

○○専攻　教授
	
	人材育成リーダー
	○％
	○○

	リサーチコンプレックスの成長･発展に必要な理由：


注1.エフォートは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入してください。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。

※機関の数に合わせて記載欄を調整してください。
【補足事項】
・その他、推進体制、運営方針、参加者に関して、補足すべき事項がありましたら記述してください。
4-3.　エリア構想
4-3-1.エリア構想図
・リサーチコンプレックスの対象となるエリアの範囲や研究機関等の集積状況の現状及び将来構想を、
パワーポイント等を用いてそれぞれ1枚にまとめてください。
4-3-2. リサーチコンプレックスを構成する機関の集積状況
・4-3-1.で掲げたエリア構想を、以下表を用いて具体的に説明してください。

本項目については、参画合意済のリサーチコンプレックスを構成する機関だけでなく、今後加わることが期待される機関についても記載してください。

例： 
【参画合意済のリサーチコンプレックスを構成する機関】
	区分
	機関名
	リサーチコンプレックス事業実施場所（住所）
	役割
	現状
	リサーチコンプレックス協議会
（注1）

	自治体
	○○
	（住所）
	
	
	○

	財団
	○○財団
	（住所）
	全体統括
	全体統括
	○

	大学
	○○大学
	○○キャンパス

（住所）
	研究開発
	
	○

	大学
	○○大学
	○○研究センター

（住所）
	人材育成
	
	

	企業
	○○株式会社
	（住所）
	事業化支援
	
	○

	研究所
	○○研究所
	（住所）
	
	
	○


注1：リサーチコンプレックス協議会に参画する機関は、本列に○をつけてください。
※機関の数に合わせて記載欄を調整してください。
【今後リサーチコンプレックスに加わることが期待される機関】
	区分
	機関名
	リサーチコンプレックス内の事業実施場所（住所）
	役割
	現状
	リサーチコンプレックス協議会
（注2）

	企業
	株式会社○○
	○○研究センター
（住所）
	マーケティング戦略立案

販路拡大
	参画検討中
	

	大学
	○○大学
	
	
	○○分野提携のため参画打診予定
	


注2：リサーチコンプレックスに加わった後、リサーチコンプレックス協議会にも参画する予定の場合、本列に○をつけてください。

※機関の数に合わせて記載欄を調整してください。

	4-3-3.新規参画機関の獲得、呼び込み

	・参画検討中の機関や、今後参画を期待する機関へ、どのような働きかけを行なう予定か記述してください。




4-4.プログラム支援終了後、自立的にリサーチコンプレックスを成長・発展させるための仕組み
づくり

	・プログラム支援終了後、自立的にリサーチコンプレックスを成長・発展させるために、どのような仕組みを構築するか、記述してください。（参画機関のモチベーションを喚起するためのルール、資金獲得方法、新たに参画を希望する機関や人材を惹きつける特徴、メリット（例：知的財産の取り扱い等））




5.資金計画　
※すべて税込の金額を記載してください。

※提出前に、表の縦横の計算が合っているか、今一度ご確認ください。
※プログラムの効率的運営や拠点の自立化を促すために、JSTが中核機関に支出する各年度の事業費は、当該年度における本プログラム予算額全体の状況や、各拠点の事業計画の進捗及び当該年度の事業計画内容等を総合的に勘案して、毎年度決定します。
（参照：4.契約、支援金額等、5.提案の方法）
5-1.　全体資金計画及び事業費の主な用途

【全体資金計画】＊
※各年度の事業費（事業経費、事業運営費、一般管理費の合計）および地域負担を千円単位で以下表（全体資金計画及び事業費の主な用途）に記載してください（平成27年度の事業開始は12月1日、事業終了は平成28年3月31日を想定してください。平成28年度以降は国の事業年度に準じ支援開始が4月1日、終了は3月31日となります）。
※事業経費・事業運営費・地域負担等の詳細は公募要領４.契約、支援金額等をご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

	　　　年度

負担経費
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度
	平成31年度
	合計

	ＪＳＴ負担の事業費
	事業
経費

（注1）


	中核機関

(A)
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	
	参画機関

(B)
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	事業運営費

（中核機関） (C)
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	計(A＋B＋C)
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	一般管理費（○％）（D）

（注2）
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	計(A+B+C+D)
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	地域負担（注3）

（E）
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	合計（A+B+C+D+E）
	0
	0
	0
	0
	0
	0


（注1) 「参画機関」の項目には再委託費を記載してください。また、事業経費には間接経費を含みます。間接経費率の上限は各機関の事業経費の30％で、各年度一律、整数とします。

（注2）一般管理費率（○％）は事業運営費(事業経費ではありません)の10％を上限とし、

各年度一律で、整数で記載してください。

（注3）地域負担は、プログラム実施期間全体額が、JST負担「事業経費・事業運営費」の合計と同額以上になることが必要です。なお、中小企業者が負担する経費は実際の地域負担金を2倍にして計上可能です。
【事業経費、事業運営費の主な用途】

※プログラム実施期間全体をとりまとめて作成してください。再委託先(参画機関)で購入予定のものについても合わせて記載ください（各年度別に記載する必要はありません）。
　(単位:千円)

	費目
	
	金額
	主な用途

	事業経費


	物品費


	　　　　　千円
	・～計測装置（○○大学）

×××のため

・～機器（○○）

×××のため

・～装置試作（○○）

×××のため

	
	旅費


	　　　　　千円
	・成果発表（○○大学）

×××のため

・～調査（○○）

×××のため

	
	人件費、謝金


	　　　　　千円
	・ポスドク研究員人件費○名（○○大学）

×××のため

・専従研究開発員人件費○（××）

×××のため

	
	その他


	　　　　　千円
	・外注費（○○大学）

×××のため

	事業運営費


	　　　　　千円
	・事務局スタッフ人件費○名（財団○○）

×××のため

	合計
	　　　千円（注4）
	


（注4）　p.13【全体資金計画】計（A+B+C）平成27年度～平成31年度合計額と一致させてください。
5-2.　事業ツール別資金計画（線表）

※事業ツール・実施テーマごとに、実施機関が分かるように記した上で、線表の下に必要な金額（間接経費・一般管理費を含む）を記載してください。記載の際には、「本提案書3-3.実施計画ロードマップ」と対応させてください。
　　(単位:千円)

	事業ツール
	実施テーマ

	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度
	平成31年度
	合計


	異分野融合共同研究
開発


	テーマ1「×××の開発」
	〇〇千円

〇〇千円

	〇〇千円
〇〇千円

	〇〇千円

〇〇千円

	
〇〇千円

〇〇千円

	〇〇千円
〇〇千円

	千円

	
	テーマ2「×××への展開」
	
〇〇千円　



	〇〇千円


	
〇〇千円


	
〇〇千円


	〇〇千円


	千円

	
	合計
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	事業化支援


	テーマ3「×××プロトタイプの作成」
	
	
	
	
	
	千円

	
	テーマ4「××××市場調査・××戦略立案」
	
	
	
	
	
	千円

	
	合計
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	　千円

	最先端研究設備の共同利用


	テーマ5「×××プラットフォームの構築」
	
	
	
	
	
	千円



	人材育成・共同カリキュラム


	テーマ6「×××技術者とイノベータ育成」
	
	
	
	
	
	千円
　　　

	推進体制

強化
	推進体制強化及び3-2.実施計画（5）に係る費用は本欄に記載してください。
	
	
	
	
	
	千円



	
	合計
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

（注5）


(注5) p.13【全体資金計画】計（A+B+C+D）平成27年度～平成31年度合計額と一致させてください。

5-3.　各機関別資金計画

※機関ごとに、各年度の事業費を記載してください。

中核機関：事業経費・事業運営費・間接経費・一般管理費の合計（参画機関への再委託費は除く）
参画機関：事業経費・間接経費の合計

(単位:千円)

	
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度
	平成31年度
	合計

	○○財団
	
	
	
	
	
	計　千円

	○○大学
	
	
	
	
	
	計　千円

	○○大学


	
	
	
	
	
	計　千円

	○○研究所
	
	
	
	
	
	計　千円

	合計
	
	
	
	
	
	合計　千円　（注6）


（注6）p.13【全体資金計画】計（A+B+C+D）平成27年度～平成31年度合計額と一致させてください。

6.実績
6-1.中核機関及び参画機関の実績
	・事業ツールごとに実績を記述して下さい。（参照：公募要領3-1-5.提案内容について）
（1）事業ツール①：核となる研究テーマにおける研究開発の実績

（※知的財産、論文については、以下表をご活用ください。）
（2）事業ツール②：リサーチコンプレックスで想定している事業に関する業務実績、基礎研究から
社会実装を実現した実績、保有技術等
（3）事業ツール③：リサーチコンプレックス内外での設備の利用方法とその社会的効果、
保有設備の特徴、共同利用実績
（4）事業ツール④：独自の専門人材育成プログラムを作成・実施した実績
（例：イノベーション促進人材、アントレプレナーの育成、共同カリキュラムの作成及び
共通単位の認定、学位認定プログラムの作成及び学位の認定）
（5）事業ツール⑤：中核機関の研究開発マネジメント実績、産学連携プロジェクトの実績、
類似の拠点型プログラムへの参画実績



＜知的財産の詳細＞
本提案に関連する知的財産を、重要な順に5件以内で以下表に記載してください。

	発明の名称
	

	出願番号／特許番号
	

	発明者
	

	分類　（注1）
	A：新しい原理や現象の発見に基づく研究成果に係わる特許


（注1）　以下のリストより該当する番号を１つだけ記載してください。
A：新しい原理や現象の発見に基づく研究成果に係わる特許　
B：機能性新規物質についての研究成果に係わる特許

C：新規プロセス・方法に関する研究成果に係わる特許

D：新規メカニズム・システムに関する研究成果に係わる特許

※必要に応じて、表を追加してください。

＜研究者の論文等＞
本提案に関連する論文等を、重要な順に5件以内で以下表に記述してください。

	1
	論文名：タイトル
雑誌名、頁、年：J. of ○○○ Tech, vol. 3, 1234-1239, 2011

著者名：kagaku ichiro, gijutsu hanako

	200～300文字程度で概要を記述してください。


	2
	総説：タイトル
○○と産業（出版社）　2010, 321-333

著者名：科技振子

	

	3
	

	

	4
	

	

	5
	

	


7.他事業への申請状況、補助金獲得状況
7-1.他事業･制度への申請状況、補助金獲得状況
　・オーガナイザー、事業化リーダー、研究リーダー、人材育成リーダー及び参画機関のメンバーが、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的資金制度やその他の研究助成等制度での助成等について、3,000万円以上のものに限り、制度名ごとに、研究課題名、研究期間、役割、本人受給研究費の額、エフォート等を記入してください。

・記入内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取り消しとなる場合があります。

	＜注意＞
· 「不合理な重複および過度の集中の排除」に関しては、公募要領「9-3.不合理な重複及び過度の集中に対する措置」をご参照ください。
· 現在申請中・申請予定の研究助成等について、この研究提案の選考中にその採否等が判明する等、本様式に記載の内容に変更が生じた際は、本様式を修正箇所が分かるように修正の上、公募要領「5-4.提出にあたっての注意事項」末尾のお問い合わせ先まで電子メールで連絡してください。


（1）オーガナイザー：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	科学研究費補助金 基盤研究(S)

	研究課題名
（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○
（本人）

	研究期間
	H25.4－H28.3

	役割2)(代表/分担) 
	代表

	予算規模3)
	○○千円

	配分額
(1)本人受給研究費4)　
　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H27年度 配賦)

(3) 〃 (H28年度 予定)

(4) 〃 (H29年度 予定)
	(1) ○○千円
(2) ○○千円

(3) ○○千円

(4) ○○千円

	エフォート(％)5)
	○○

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください。


	1)  現在受けている、又は採択が決定している補助金等について、本人受給研究費（期間全体）が多い順に記載して下さい。その後に、申請中・申請予定の助成等を記載して下さい（「制度名」の欄に「（申請中）」等と明記してください）。
2)  「役割」は、代表または分担等を記載してください。
3)  研究チーム全体が受けている、あるいは申請中・申請予定の予算規模を記載してください。

4)  「本人受給研究費」は、ご本人が受給している金額（直接経費）を記載してください。

5)  「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載してください（総合科学技術会議における定義による）。本プログラムに採択されると想定した場合のエフォートを記載してください。

※必要に応じて、表を追加してください。


(2)事業化リーダー：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	戦略的創造研究推進費（CREST）

	研究課題名
（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○
（○○　○○）

	研究期間
	H24.10－H29.9

	役割2)(代表/分担) 
	分担

	予算規模3)
	○○千円

	配分額
(1)本人受給研究費4)
　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H27年度 配賦)

(3) 〃 (H28年度 予定)

(4) 〃 (H29年度 予定)
	(1) ○○千円
(2) ○○千円

(3) ○○千円

(4) ○○千円

	エフォート(％) 5)
	○○

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください。


※表が足りない場合は、追加してください。

※注釈１）～5）についてはp.19をご参照ください。

 (3)研究リーダー：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	戦略的創造研究推進費（CREST）

	研究課題名
（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○
（○○　○○）

	研究期間
	H24.10－H29.9

	役割2)(代表/分担) 
	分担

	予算規模3)
	○○千円

	配分額
(1)本人受給研究費4)
　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H27年度 配賦)

(3) 〃 (H28年度 予定)

(4) 〃 (H29年度 予定)
	(1) ○○千円
(2) ○○千円

(3) ○○千円

(4) ○○千円

	エフォート(％) 5)
	○○

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください。


※表が足りない場合は、追加してください。

※注釈１）～5）についてはp.19をご参照ください。

 (4)人材育成リーダー：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	○○○○○

	研究課題名
（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○
（○○　○○）

	研究期間
	H26.10－H29.9

	役割2)(代表/分担) 
	分担

	予算規模3)
	○○千円

	配分額
(1)本人受給研究費4)
　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H27年度 配賦)

(3) 〃 (H28年度 予定)

(4) 〃 (H29年度 予定)
	(1) ○○千円
(2) ○○千円

(3) ○○千円

(4) ○○千円

	エフォート(％) 5)
	○○

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください。


※表が足りない場合は、追加してください。

※注釈１）～5）についてはp.19をご参照ください。

(5)参画機関メンバー（1）：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	文部科学省科研費

	研究課題名
（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○
（本人）

	研究期間
	H27.4－H29.3

	役割2)(代表/分担) 
	代表

	予算規模3)
	○○千円

	配分額
(1)本人受給研究費4)
　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H27年度 配賦)

(3) 〃 (H28年度 予定)

(4) 〃 (H29年度 予定)
	(1) ○○千円
(2) ○○千円
(3) ○○千円

(4) ○○千円

	エフォート(％) 5)
	○○

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください。


※表が足りない場合は、追加してください。

・※注釈１）～5）についてはp.19をご参照ください。

8.関連情報（オーガーナイザー・各リーダー略歴）

8-1. オーガナイザー　略歴
	氏名
	

	生年月日
	19○○/○/○

	所属機関・部署・役職
	

	最終学歴
	

	専門分野
	

	研究・開発経歴

（必要に応じ、主な研究論文・著書、知的財産等も記載ください。）
	


※1名につき、A4版1枚以内で作成してください。

8-2. 事業化リーダー　略歴
	氏名
	

	生年月日
	19○○/○/○

	所属機関・部署・役職
	

	最終学歴
	

	専門分野
	

	研究・開発経歴

（必要に応じ、主な研究論文・著書、知的財産等も記載ください。）
	


※1名につき、A4版1枚以内で作成してください。

8-3. 研究リーダー　略歴
	氏名
	

	生年月日
	19○○/○/○

	所属機関・部署・役職
	

	最終学歴
	

	専門分野
	

	研究・開発経歴

（必要に応じ、主な研究論文・著書、知的財産等も記載ください。）
	


※1名につき、A4版1枚以内で作成してください。

8-4. 人材育成リーダー　略歴
	氏名
	

	生年月日
	19○○/○/○

	所属機関・部署・役職
	

	最終学歴
	

	専門分野
	

	研究・開発経歴

（必要に応じ、主な研究論文・著書、知的財産等も記載ください。）
	


※1名につき、A4版1枚以内で作成してください。

9. 中核機関概要
※中核機関概要を、以下表に記載してください。
但し、中核機関が大学及び公的研究機関の場合は提出不要です。

平成　　年　　月　　日現在
	名称
	
	設立年月日

(経過年数)
	　　年　月　日

　　（　　年）

	所在地
	〒


	理事長
	　　　　　　　
	所管自治体等の名称
	　　　　　　

	役員数
	　　　　　　　人
	従業員数
	　　　　　　　人

	資本金又は

基本財産
	
	自治体からの出資比率
	

	1.事業概要



	2.過去3年間の官公庁の共同研究、調査研究リスト（各々5件まで）

1)　共同研究
　記載例

共同研究名称
委託元
期間
事業化実績
2)　調査研究（研究開発に関連する調査研究のみ）

　記載内容

調査研究名称
委託元
期間



3.財務状況
※直近3年分の決算書をPDFでe-Radの資料添付欄に提出してください。

	4. 財務状況及び提案の遂行に必要な財源等に関する説明

※本提案計画の遂行に必要な財源確保等が可能な根拠等に関して、財務状況等の説明を交えて記述してください。


10. 参画機関概要

※企業概要を、以下表に記載してください。企業以外の参画機関は提出不要です。
	平成　　年　　月　　日現在

	企　業　名
	株式会社　○○○○
	上場
	有（　　年　　月）・無

	本社所在地
	○○県○○市○○町○丁目○番○号
	設立年月
	年　　月

	工　　場
	本社工場（○○市）、□□工場（□□市）
	研究所
	　　 有　　・　　無

	役　　員
	（社長）○○○○○　　　　　（役員○○名）
                　（研究開発者○○名）
	社員数
	○○○名
（研究開発要員○名）

	ホームページ
	 http://

	 eq \o\ad(事業内容,　　　　　　　　　)
	○○、○○の製造及び販売、○○の受託研究開発

	 eq \o\ad(主要株主,　　　　　　　　　)
	○○（　　％）、○○（　　％）、○○（　　％）

	主要取引銀行
	○○銀行○○支店、○○銀行○○支店

	主要関係会社
	株式会社　○○（販売会社）

	研究開発実績
研究開発能力
	平成○年、独自に○○○○を開発し製造販売している。また、○○について○○大学○○教授の協力を得て研究・開発を実施、来年には販売開始予定である。（…等、主な実績を記述してください。箇条書きで結構です。）
○○研究所、○○㈱とも協力関係を築いており、本年度も○○の研究開発を実施している。（…等、研究開発の実施能力を示す事柄を記述してください。）

	
	技術分野のキーワード
	

	経営状況と
見　通　し
	①当社は○○のメーカーであり、当該分野では○○等は他の追随を許さぬ製品となっている。（…等、貴社の得意面を記述してください。以下同様。）

②業績面については、主要需要先である○○が、○○の東南アジア向けの市場拡大に支えられ高水準で推移したため、平成○○年○○月期売上高で対前期比○○％増の○○百万円を計上した。また、損益面については新製品の販売を開始、原価低減活動により経常利益で対前年比○○％増の□□百万円を計上した。

③新製品（○○）の販売拡大等により増収、増益となる見通しである。

	JST等との
関　　係
	JSTあるいは官公庁、公益法人等から受託研究、補助金等の実績があれば,
主なものについて記入してください。

	決　算　期
	平成ｎ-2年 　月期
	指数
	平成n-1年 　月期
	指数
	平成n 年 　月期
	指 数

	財政状態
	資本金
	Ａ　　百万円
	100
	a　　百万円
	a/A×100
	a’   百万円
	a’/A×100

	
	自己資本
	B　　百万円
	100
	b　　百万円
	b/B×100
	b’   百万円
	b’/B×100

	
	総資産
	C　　百万円
	100
	c　　百万円
	c/C×100
	c’   百万円
	c’/C×100

	経営状態
	売上高
	D　　百万円
	100
	d　　百万円
	d/D×100
	d’   百万円
	d’/D×100

	
	経常利益
	E　　百万円
	100
	e　　百万円
	e/E×100
	e’   百万円
	e’/E×100

	
	当期利益
	F　　百万円
	100
	f　　百万円
	f/F×100
	f’   百万円
	f’/F×100

	財務比率分析
	自己資本比率
	Ｂ／Ｃ×100　　％
	b／c×100　　％
	b’／c’ ×100　　　％

	
	売上高経常利益率
	Ｅ／Ｄ×100   ％
	e／d×100   ％
	e’／d’ ×100　　　％

	
	総資本経常利益率
	Ｅ／Ｃ×100   ％
	e／c×100   ％
	e’／c’ ×100　　　％

	
	研究開発費
研究開発費率③
	Ｇ    百万円
Ｇ／Ｄ×100    ％
	g      百万円
g／d×100    ％
	g’      百万円
g’／d’ ×100  　　％

	
	配 　当 　率
	％
	％
	％

	特　記　事　項
	特に伝えるべきと判断される事柄があれば記述してください。


※必要に応じて、記載欄を追加してください。
2015/07/30改訂





・具体的かつ定量的な数値目標を設定してください。





目指すもの





3年後の到達目標





核となる研究テーマを記述してください。





世界トップレベルの研究を推進し、人材を育成すること





海外の同種拠点と比較し、優位であること





資金獲得・人材交流等に表される社会的魅力度があること





リサーチコンプレックスから経済効果が生み出されること　





研究テーマ





5年後の到達目標





10年後の到達目標





10年後





実施機関


リーダー





事業


ツール





実施テーマ





モデル理論構築





H27





H30





H32





H37





4.×××市場調査・××戦略立案





5.×××


プラットフォームの構築





6.×××


技術者とイノベータ育成





3.×××


プロトタイプ作成





2.×××への展開





1.×××の開発





試験的適用・


フィードバック











×××の開発





×××の開発





×××の開発





C大学


科学太郎





１異分野融合


共同研究開発





２事業化支援





４人材育成


共同


カリキュラム











3年後





5年後





D大学


○○○○





B企業


○○○○





B企業


○○○○





C大学


○○○○





F企業


○○○○





G研究所


○○○○





実証実験





E研究所


○○○○





×××の実用化





××の実現





海外展開





３最先端


研究設備の


共同利用





×××


○○○○





×××


○○○○





××の実現





××の実現





××の実現





【拠点】





リサーチコンプレックス


協議会





中核機関（事務局）





・指導・助言





○○○（所属）


○○○○（会長）





マネジメントチーム　








・進捗報告








A財団


○○○○（オーガナイザー）





・経営方針の決定


・協議会の開催


・XXXXXX





B会社


技術次郎


（事業化リーダー）





D大学


研究花子


（人材育成リーダー）





C大学


科学太郎


（研究リーダー）





事業化支援チーム





F会社


○○○○


○○○○





C大学


○○○○


○○○○





B会社


技術次郎


○○○○





・全体統括


・計画立案


・進捗管理


・JST報告


・XXXXXX





・プロトタイプの作成


・XXXXXX





人材育成チーム





研究開発チーム





X研究開発チーム　








C大学


科学太郎


○○○○





Y研究開発チーム





D大学


○○○○


○○○○





D大学


研究花子


○○○○





C研究所


○○○○


　　　○○○○





F会社


○○○○


○○○○





E研究所


○○○○


　　　○○○○





B会社


○○○○


○○○○





・XYの研究開発


・XXXXXX





E研究所　（×××の開発）





E研究所　（実証試験、実用化）





C大学　（実証実験、実用化）





C大学　（×××の開発）





D大学　（モデル理論構築）











D大学（実証実験、実用化）
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